
く ソ連サケ・マス 資源情報 ン 

南 サハリン水域の 

サケ 属 魚類漁獲量減少の 原因   
近年， 南 サハリン ノ (@ の主要漁場では ，マス‥ ンロザケ の漁獲 呈が 急激に減少している - 

オ平洋海洋漁業海洋学研究所サハリン 支所の資料によると ，近年のサケ 寓 魚類資源は， 

マスの場合では 偶数卵にはその 数 地 が少 く ，奇数年にはそれよりもっと 歩 いのが特徴であ 

  
                                                    して チ                                                             ホ ロナイ 川 ，それに ア                                                                         

は， サ " リンのサケ 属 魚類の再生産にとっても 要 な意義をもっている ， 

チ ; 川の シロザケ 群の漁獲 旺 は 遊年， 免 、 激に減少した。 け 43 年まで，小間 l,000 一 3,500 

トンのサケ 属角   煩を漁獲していたが ， l953 一 l954 午に 漁俺 はは 200 ゾ こまで減少し ，現在では 

だいたいその 水準におちついている ， 

ボロナイ川はサケ 底竹類 ，主にマスの 町生産にとって 屯要 な川の一つであ る - ボ ロナイ 

川のサケ 属 魚綾弔は幾年かの 間 ，サハリン 由 沿岸・ 穏 沿岸の漁獲 甘 026 一 53%, サハリン 

の 総漁獲量の l2   30 拷を占めていたのであ る， 

チェル ペ ニヤ 湾 北西 耶 ，ポロナイ川下口区域・の 過よ l2 年間のマス漁獲 呈 か わ ，偶数年， 

奇数 白       にかかわりたく ，マスは減少の 傾向にあ ることが分かる ， 

， スの 最大漁獲 邑が 得られたのⅠ 949 年， l95l 年で，その後 l956 午の初めからマス 漁痩 

h は 臼激 に低下した， 

シロ ザケ ・マス資源は ス タロ ド フスク区でも 減少した． この区域では ，ナイバ 川 ， イナ 

ヌシ川 ， ザオゼルナ ヤ円， ペ ヒバリ ナ ヤ川がサケ 嵩 魚類の再生産にとって 主要な役割をは 

たしている， 

漁ツ           0% 只 を石ると， これろ川Ⅲ てのシロザケ の 柚 大漁獲 @ 。 ト i3.l950%, l95l Ⅰ・に 街 Ⅰ， @@ 

  



ている - そしてけ 5. 午から シロザケ 漁獲且は減少しはじめだ ， 

サケ 届佃   類の漁獲拉が 減少したぱかりでなく ，産卵 河 Ⅲに回帰する 親 台数も減ったので 

あ る - @ 参照 i 

近年 サ " リンでは， 人じ 胎化技術。 いち ぢ らしくⅡ上した - 私たちは 卵 および 椎宙は つ 

く病源 菌 に対する 十防 措置を拙じて ，サケ 萬 魚類の卯の岬化および 稚魚の飼育のための 好 

条件をつくったのであ る・ 

yA の養魚 場 では，生活力の 強 い 稚魚を増産するために ，人工 御 料が与えられた ， l96ow 午 

に稚魚の生産量は 2 億 8 千 9 百万 居 におまんと 

サ 。 リン州では魚類保護法令の 措置にもとづき ，産卵河川の 河口区域の保護には 大きな 

注意がはらわれており ，小物，学的，木工学的 l: 地 改良が行なわれている - 

しかしながら ，近年，サケ 属 魚類の漁獲廿は 減少 L っづ げており，減少の 程度は特に 

け 58--l959 午に「 l だっている - 

太平洋海洋漁業海洋学研究所サハリン 支所の l958 一 l959 年の後付によると ， l96Cw 午に - マ 

スが大乱に回復すると チ想 、 したが， 夫 際にはその竿のマスの 出現は少なかった ，サケ 萬 魚 

類の数目減少の 主要な原因は ，海洋生活期間にあ ると私たちは 考えている， 

サケ底魚類資源のめ っぱ うな減少は，外洋における 日本の漁業がひき 起したものであ 

り， こ々 . は 近年とくに顕者になっている - 

l945 年まで。 l945 午を含む ，， Ⅱ本人 は サハリン沿岸 ド 域の大きな産卵河川の 河口で， 

建網だけでサケ 属 魚類を獲っていた - こうして日本人の 漁業は主としてサハリン 東 沿岸に 

集申し ， 主にマスを漁獲していたのであ る 

け 4W 年 までに． 口木の水産企業体によるマス 漁獲 地は毎 白     3 万㌧に達していだ。 

l945   l952 年の間は，サケ 萬 魚類の再生産にとって 条件がよかったのであ る． ところが 

この 期 ℡に， Ⅱ本人によるサケ 憶 魚類漁獲呈は 最低の水準に 下がった． 

l952 竿から，サケ 届の回 沸 コースにあ だる大半澤 で ， 日本のサケ・マス 漁業が積極的に 

待なわれている - したがって今後の サ 。 リンのサケ 萬 魚類漁獲昌の 減少は，もっぱら 日本 

の漁業のせいと 考えるべぎであ る， 

l960 竿に， クナシリ 朋と ニトロフ㌦で ，マスは 今什 83.6 トンしか漁獲できなかった とこ 

ろが，その前 7 % 間の漁獲射れ ， l00 ，，を   ド らなかったのであ る 

l960 午は卵の胎化の 状態がよか つ たのに，漁獲 旦が 極端に低かったの ば ， もっばら口木 

の流刑と 妊織が サケ寓の回折コースをさえぎったことを 物 詰っている - 

H 本の水産企業体は 現在，協定水域でしば L は漁業規則を 犯している - 延縄漁業によっ 

てサケ 崖 魚類資源は大きな 阻害をこうとっているのであ る - l959 年にサハ リン の産卵河川 

では，漁獲物のうち ，釣針の傷跡のあ るサケ・マスは 約 l.5% で， l960 年にはその数は 3% 

すなわち，約 2 侍に増大したのであ る，   
漁船の外洋における 積極的な ザケ ‥。 ス漁 ．柴であ る，     
． l 目「Ⅱ ;J: 反 :: ド :-   ろ㎞ 網 ． 妊籠紐 ．恩を制限 する Ⅸ、 酉 ・が ，ガ，ろ Ⅱ l:. 
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江川の七 c に は扶 伸に 、 り 丹心Ⅲを 旺 ・ : いたします - 
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